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ンビア大学 (Universityof British Columbia: UBC) を事例としてとりあげ、大学図書館における学
習支援空間の変容について考察を行う D
なお、北米の大学図書館においては、カナダと米国両国間における人的交流の歴史は古く、代
表的な学協会である大学・研究図書館協会 (Associationof Col1ege and Rese訂chLibraries: ACRL) 
も米田とカナダの両国の会員校から構成されてきた。またカナダの図書館員養成の場である図書






(Lamont Library)にその端を発するとされる (Lucas，2006) 0 ラモント図書館は、 1937年から 1955























国 l 米国の中等後教育機関における学生数の推移 (1869~2017 年)
National Center for Education Statistics (2009)， Table 3. Enrollment in educational institutions， by level and control of 
institution: Selected years， l869柵70through 20 l7， Digest of Education Statistics: 2008，より筆者作成
図1が示すように、戦前の 1939-40年の学生数は約 149万4千人に過ぎ、なかったが、わずか 10
年後の 1949幽50年には 265万9千人へと 100万人を超える伸びを示し、さらに 20年後の 1959年
には364万人と 2倍近くに増加し、 30年後には 1969-70年の 800万人へと 5倍以上の伸びを示し
ている。こうした急激な学生数の増加は、 fGIピル(GIBill)Jと呼ばれる復員兵援護法(Servicemen's


















シフトが行われたこと、図書館予算が潤沢であったこと等をあげることができる (Person，1988) 0 
こうして設けられた学習図書館の特徴としては、下記のような点があげられる (Knappラ 1978;
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図2北米の大学における学習国書館数の変化 (1949-1987年)























Information Infrastructure)構想や高性能コンピューティング通信 (High“PerformanceComputing and 



































習へのシフトを反映するものであるJ(Association of College and Research Libraries， 2005)としてい
るように、インフォメーション・コモンズをラーニング・コモンズへの発展過程であるととらえ
る見方もある。なお、研究図書館協会 (Associationof Research Libraries : ARL) によって、 2004
年に公開された ARL加盟 123館を対象としたアンケート調査では、回答舘の 300/0(22館)がイ
ンフォメーション・コモンズを図書館内に設置しているという結果となっている。 1995年以前の
設置は5舘、 1996年から 2000年の間の設置は8館であり、特に 2000年以降、普及したとみるこ
とができる (Haasand Robertson， 2004) 0 
一方、ピーグ、ルは、「図 3 インフォメーション/ラーニング・コモンズの変化類型」のように、
米国教育協議会 (AmericanCouncil on Education)による大学の組織改善の類型 (AmericanCouncil 




























Onformation commons) ~J (坂田、 2004、7頁)とは異なる概念であることを指摘しておきたい。
(2) ラーニング・コモンズの構成要素
このようなラーニング・コモンズの理念を踏まえ、具体的構成要素も抽出されている。例えば
2007年、ロジャー・ウィリアムズ大学 (RogerWilliams University)のマクマラン (McMullen，Susan) 
は、ラーニング・コモンズにおけるすぐれた実践を探ることを邑的に、米国のラーニング・コモ
ンズに関する誠査を行った (McMullen，2008)。調査の対象とされたラーニング・コモンズは、ア
パラチア州立大学 (AppalachianState University)をはじめとする計 19か所iで、調査の結果、マク
マランは、下記の 9つをラーニング・コモンズの構成要素と結論づけている (McMullen，2008)。
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勾三
関4 北米の研究図書館評価における UBCの順位推移 (1986-2005年)










どクトリア (1903年)にマギル大学のカレッジが設立された (Logan，1958) 0 
その後、 1906年にはマギル大学が自身の権販のなかで設立・運営できる大学としての、マギル
大学ブリティッシュ・コロンピア校 (McGillUniversity College of British Columbia)がバンクーバ
ーに誕生した (Logan，1958) 0 1908年にはピクトリア・カレッジがこのマギル大学ブリティッシ
ュ・コロンピア校分校になるD このような経緯で、 1899年から 1915年にかけては、マギル大学
が学位授与権を保持していたのである。
そして、1908年のBC州における大学設置法(AnAct to Establish and Incorporate a University for the 
Province of British Columbia)により独自の学位授与権を有する UBCの設立が決まり、 1915年に関
学するとされ、 1910年には現在の所在地であるポイント・グレイ (PointGrey)がキャンパスとし
て選定された (Logan，1958) 0 
1913年、初代学長にウェスブルック (Wesbrook，Frank Fairchild)が任命され、 BC州教育大臣だ
ったヤング (Yolmg，Henry Esson)とともに選んだ建学の理念は、みんなの大学(People'sUniversity) 
をめざす rTuumest Ot is Yours) Jであった。州立の高等教青機関として、すべての州民のすべ
















ようやく 1925年に、ポイント・グレイ・キャンパス (PointGrey Campus)への移転が始まり、





























Person (1988， p.54)， Tab!e4: United States and Canadian Universities Having Undergraduate Libraries， by Year of 
Founding and (In Parenthesis) by Year ofClosingより筆者作成
第 1節で述べたように、学習図書館設置の第一の要因として、学部学生数の増加をあげること
ができる。カナダも米国と同様、第二次世界大戦の復員兵を対象とした連邦政府の復員兵援護法
(Veterans Rehabilitation Act)が 1945年に制定され、復員兵のための奨学金制度が導入された。授
業料全額や生活費の一部を支弁するのみならず、受入れ大学に対しでも 1人あたり年間 150ドル
の財政支援をするという内容だ、った (Stager，1973) 0 このプログラムにより、 UBCの学生数は 1944
年のおよそ 3000人から、 1948年には9500人にまで急増した (Dennison，1997)。
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し、 1962年から 1969年の間にも倍増するなど、 1960年代に量的飛躍を遂げたのである。
一方、財政面からみると、復員兵奨学金としづ連邦政府の財政支援がなくなると、大学の財政
状況は厳しい試練を迎えるが、まさにこの時期にカナダ連邦政府の総合文化政策である『芸術・
文芸・科学の国家的発展に関する政府委員会報告書 (Reportof the Royal Commission on National 
Development in the Arts， Letters， and Sciences) jが出され、大学支援を積極的に行うよう提言された
















1980年代前半の財政難の背景には、経済状況の悪化があるが、 1977年制定の大学法 CCollege and 
Institute Act) の影響も見逃せない。同法により十H政府の州立大学に対する管理が強まった






1994年 12月、 UBC図書館は自己評価を実施し、 W21世紀にむけて (Towards2000 and Beyond: A 
Progress Report and Self Study) Jlを公表したD この自己評価書には7つの課題があげられており、
そのひとつにデ、ジタノレ・コンテンツへのアクセスを拡大することが掲げられているものの、学習図
書館については言及がない (UBCLibrary， 1995)。さらにこの自己評価書を受ける形で 1995年に
実施された外部評価では、 71の提言が行われ、なかでも大学本部からの財政支援なしに充実した
研究コレクションが維持されることはないことは強調されているが、学習図書館については、や
はり特段の言及はなされていない (UBCLibrary， 1996) 0 むしろ 1995年 1月に設置された大学図
書館スペースのマスタープランにおいて、新たに建設中のケノレナー図書館 (1996年夏完成予定)
が中心的な図書館 (CentralLibrary) として機能するので、セジウィック図書館の機能もそこに統





かにされている。 1999年 3月に中央図書館 (MainLibrary)が実施した調査結果によると、中央図
書館の利用者の 87%が学生であること、ほとんどの利用者は学習あるいは図書館コレクションや





こうした記述の帰結として、 1999年 7月から UBCでは学習スペースの充実を図るため、大学









2002年、中央図書館内に、チャップマン・ラーニング・コモンズ (ChapmanLeaming Commons) 
が設置され、 2008 年に、中央図書館はアービング・ケイ・バーバー・ラーニング・センタ~ Orving 





























































































ブルックデール・コミュニティ・カレッジ (BrookdaleCommunity CoIlege)、バックネノレ大学 (Bucknell
U niversity )、コネチカット・カレッジ(ConnecticutCollege)、ディキンソン・カレッジ(DickinsonCollege)、
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デューク大学 (DukeUniversity)、イーロン大学 (ElonUniversity)、ハミルトン・カレッジ (Hamilton
CoIlege)、マウント・ホリヨーク・カレッジ (MountHolyoke College)、プリマス州立大学 (PlymouthState 
University )、シモンズ・カレッジ (SimmonsCoIlege)、ニューヨーク弁|立大学ピンガムトン校 (SUNY
B inghamton)、ニューヨーク州立大学コートランド校 (SUNYCortland)、マサチューセッツ大学アムハ
ースト校 (UniversityofMassachusettsラAmherst)、ノースカロライナ大学シャーロット校 (Universityof 
North Carolina at Charlotte)、サザンメイン大学 (Universityof Southem Maine)、ウェスリアン大学
(Wesleyan University)の 19大学である (McMullen，2008)。
2参照したショートハウスのScrapbookfor a golden anniversary: the Univeηity of British Columbia Librarア
1915-1965では、 CamegieInstituteからの出版物となっている (p.8)が、カーネギーメロン大学 (Camegie
Mellon University)の前身であるカーネギー技術学校 (CamegieTechnical Scools) がカーネギー工科大
学 (CamegieInstitute ofTechnology)へ改称したのが 1912年であり、これ以降に学位授与権を得たこと
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Historical Transformation of Learning Su pport Spaces 
in College and University Libraries in North America: 
A Case of the University of British Columbia 
DONKA1， Saori 
MIZOUEヲChieko
Since the beginning of the 1990sラ learningCOmlTIOnS， which are a new type of 
learning suppo口spaceラhavebeen set up at various universitiesラmainlyin North America. 
Learning support spaces primarily support the learning of undergraduatesヲandcan inc1ude 
both physical and virtual space. 1n n10st casesラlearningcommons are located in libraries. 
They provide a variety of facilities， services and information resources to support learning 
in a single location. 
The idea of learning con1mons has spread to Europe and Asia and has been 
implemented at a number of universities. However it is difficult to explain exactly what a 
learning commons is because various types of spaces called learning commons exist. It can 
be said that there is no precise definition for learning comn1ons at this time. 
The provision of learning support spaces dates back to the establishment of 
undergraduate libraries in North America which started to develop after the 1950s. 
Nevertheless， there are a few works to consider learning commons through a viewpoint of 
learning support spaces inc1uding undergraduate libraries. 
The purpose of this paper is to consider the historical transformation of learning 
support spaces in university and college libraries in North America since the late 1940s. We 
examined history of undergraduate libraries and the birth of learning commons as a new 
trend in assisting students' learning. As a case studyラ weexamined the spaces and the 
services for learning support at the University of British Columbia which was one of the 
first universities to establish an undergraduate library in Canada and has a distinguished 
learning commons. 
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